
日時　： 平成２３年　１月　９日　（日曜日）　

開始　： PM　１４：００　より

場所　： 駐健保会館　 東京都港区芝３-４１-８

議事進行：大江副部長

１．　開会の辞 大江副部長

２．　出席者確認 大江副部長

都・県

部長 高梨　哲也 欠 中山　　元 欠 大日方光明 ○ 荒井　隆一 ○ 柿澤　靖夫 欠

次期部長

幹事 斉藤　幸介 ○ 千野　　悟 欠 横沢　　学 ○ 村田　　豊 ○ 佐久間一郎 ○

都・県

部長 市川　　智 ○ 小俣　拓也 ○ 深澤　　仁 ○ 冨永　正則 ○ 一戸　正善 欠

次期部長 國松　慶誇 ○ 古川　輝明 ○

幹事 臼井　　進 ○ 大江　一郎 ○ ※加藤　史之 ○ 川崎　達弘 ○ 木村　　治 ○

　※全板連出向幹事

○

３．　部長挨拶 加藤部長

４．　議事録作成人 臼井副部長

　　　議事録配信 村田監事

５．　議題

① 全板関連事項

ⅰ 　第３３回全国建築板金技能競技大会

日時　：　平成２３年２月１２,１３日（土,日） 　　会場　：　富士教育訓練センター　　

住所　：　静岡県富士宮市根原４９２-８　　 　　　　℡ ：  ０５４４-５２-０９６８

・ 只今、競技大会に向けての準備中

・ 参加申込み・参加金の振込の締め切り　　　　 １月２１日　期日厳守の事！！

・ 各都県ごとに、選手の体調管理・使用道具のチェックの徹底をお願いします　←　管理側の徹底も含めて

・ 今回のZICに関しては、持込道具の変更箇所があるので、あらためて周知徹底・管理の徹底をお願いします

・ ZIC道具の補足　　単都県ごとに必ず予備の道具を持参してください。　←　道具検査でNGになった場合をふまえて

・ ZIC課題の変更箇所があります。　　この件でも各都県ごとの周知徹底をお願いします

・ 大会当日は、気候条件・道路状況を考慮しての安全運転を心がけて、ゆとりをもっての来場をお願いします

ⅱ 第１１回全国青年部部長会議・第３５回通常総会

日時　：　平成２３年６月１１,１２日（土,日）　　　　 　　会場　：　ホテルモントレー山王　　　

住所　：　東京都大田区山王１丁目３－１　　 　　　　℡ ：  ０３-３７１３-７１１１

・ 関東甲信越ブロックとしては、原則、開催日時点での部長・幹事２名以上（各都県）での参加要請です

ⅲ 第３１回全板連・日板協青年部　あすなろ研究会

日時　：　平成２３年９月１７,１８日（土,日） 　　会場　：　高松国際ホテル　（予定）　 

住所　：　香川県高松市木太町２１９１－１　 　　　　℡ ：  ０８７-８３１－１５１１

② 次回会員大会について

担当　：　茨城県板 予算書・タイムスケジュールの資料提示あり

長　野

栃　木

茨　城

群　馬新　潟埼　玉

２０１０年度　関東甲信越板金工業組合協議会青年部

※古市　竜也

全板連出向幹事

第８回　幹事会・部長会開催報告書
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東　京

千　葉 山　梨



日程　：　平成２３年７月２,３日（土,日）

会場　：　一日目　　ホテルレイクサイドつくば　（予定）

　　　　　　二日目　　JAXAつくば宇宙センター　（予定）

・ 内容は、一日目、競技形式　（テニスコートを使用してのレクリエーション）

・ 二日目、施設見学　（会場移動あり）　

・ 競技は、第一回埼玉大会と同様の　『B-1グランプリ』　に近いレクリエーション的な内容を考えている

・ 競技中に、担当県板調理による軽食の準備　（BBQ）　も予定中

・ 一日目、雨天時には、屋内での競技を検討中

検討事案

・ 傷害保険に加入すべきでは

・ 参加費の設定　（特に子供・幼児料金）　をより明確に

・ 二日目の移動方法、閉会後の帰宅を考えてのタイムスケジュールの調整が必要ではないか

・ 担当県板で、協賛金を募ってはいないのか

今後、方向性は変えずに継続して検討・進行する

③ 次年度予算について

・ 組合費の減少等を踏まえての、平成２３年度関東甲信越板金工業組合協議会青年部の予算案を検討

・ 今後の業界、全板連・日板協の流れを考慮し、数年先を見込んでの予算立てを模索

・ 関東ブロック青年部もまた、会員減少の流れを止められず、次期の予算を確保できるか試行錯誤が必要

・ 関東甲信越親組合様より、通年賜ってる青年部助成金の件について

・ 上に掲げた状況の中、今後、早急に次年度予算案作成に取り掛かる

④ 其の他

ⅰ 今後の関東甲信越ブロックの予定

　　関東甲信越協議会青年部総会　　 日時　　：　平成２３年４月１６日（土）　　　　

会場　　：　東京都港区三田　全板連板金会館　6F会議室

時間　　：　幹事部長会　　１３：００～　　総会　１５：００～

出席者  ：　新旧部長幹事　新評議員　

　　関東甲信越協議会親組合総会　 日時　　：　平成２３年４月　予定

ⅱ

　次年度は役員改選の年度であり、単都県でみても10都県板が部長交代、関東役員も半数以上が交代となります。

　新たな年度を迎えるにあたり、ブロック青年部も将来を見据えた上での多少の変更・改革が必要かもしれません。

　ここで将来のブロック青年部を捉えた会議内容を記します。

・ ブロックの活動内容の中心である2大事業を今後も継続するのか　（会員大会・研修会）

隔年で1事業に縮小してみては如何か

・ 今後、部長・関東幹事の名刺は作成するのか

作成するとしたら、方法は？　費用は？

・ 将来的な予算は など等

今後の関東甲信越ブロックを考える



　ブロックとしては、2大事業を例年通り継続する方向性であり、また、事業自体の意義も存在しており未来の

　業界・個々をもってしてもプラス方向に進むと考えます。

　しかしながら、青年部部員減少等による単都県の情勢も踏まえ、縮小止む無しとも捉えられなくはありません。

　また、予算上からも活動内容の変更も考えられるので、親組合様との連携も積極的に図って行きたいと考えます。

　今後、継続的に幹事会・部長会等で審議し、検討していきます。

ⅲ 会議の終盤、宮澤会長様が部長会・幹事会にご参会されました。　　　15：45～

　ここで会長様よりのお言葉を記します。

・ 青年部員である板金業者として、同業者・異業者に対し常にライバル意識を持ち、向上心を持ち続けることが必要

・ 上向きの考えが家業を繁盛させ、しいては業界発展に繋がる

・ 青年部員が、マイナス方向の考えを持つなど言語道断。　　常にプラス方向に努力する必要がある

・ リーダーシップを発揮してください。　　自分の考え・意見を堂々と言い伝え、続けてください。

・ 親組合へ、青年部からの要望を強く働きかけてください。

・ この組織の中で、上へ上へと選ばれるように行動してください。

・ 私自身、出来る限りの事をし、青年部への助成金に対し最大限努力します。

（　抜粋　）

　宮澤会長様から上に記したようなお言葉を頂戴いたしました。

　ブロック青年部に限らず、組合本体自体の改革を迫られているとの事です。

　繰り返しではありますが、次期は役員が大幅に変更となり、新たな年度を迎えます。

　関東甲信越ブロック青年部の於かれている状況・内容を確りとした形で認識・確認・判断していただいた上で

　都県板単位で、次期役員さん・部員さんをはじめとする後世の方々へのバトンタッチと周知徹底を

　くれぐれも宜しくお願い申し上げます。

６．　次回幹事会・部長会予定

日時　：　平成２３年３月５日（土）　　１３：００より

会場　：　東京都港区三田　　全板連板金会館　６F会議室にて

７．　閉会の辞 大江副部長

１６時２０分　　終了
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